
ロシア革命

○血の日曜日事件 日露戦争中の1905年 1月 22日 ,僧ガポン率しろ平
和請願デモにペテルブルク冬宮の近衛兵が発砲し,2000人 にものぼる死傷

者を出した事件。ロシア第一次革命の導入線となつた。

ロシアにおける革命と反革命

Bロシアの政党 ○演説するレーニン 十一月革命(ロシア暦十月革命)で臨時政府を打倒したレーニ
ンは,11月 8日未明,全ロシア ソヴィエト会議で権力のソヴィエトヘの移行を宣言。
新政府である人民委員会議を選出,「平和に関する布告」「土地に関する布告」を発表した。
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社会革命党(エスエル)|●ナロードニキの流れ(農民重視)

(左派 右派に分裂)10ツ アーリズム打倒と土地分配主張

立憲民主党   |●資本家 進歩的地主などを基盤
(カデット)   |●議会開設と言論 集会の自由主張

皇后アレクサン

ロシア革命前,混乱深まるロマノフ朝の宮廷に1人の黒幕がいた。男の名はラスプーチ

ン。鋭い眼光,黒い長髪を持つこの奇妙な僧は,血友病に1悩む皇太子を祈躊で治療した

ことから皇后の信頼を得て権力を握つた。時の首相ストルイビンは彼を宮廷から排除し

ようとしたが失敗。ラスプーチンの専横が強まる中,ロシア帝国は崩壊への途を辿つた。
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[EEE]ロ シア帝国の国境      ― 反革命軍の攻撃
1  1革 命軍の根拠地 (1918年) → 外国干渉軍の攻撃
|   |ソ ヴィエ ト社会主義共和国  → 赤軍の反撃
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(「多数派」)

(レーニン)

●少数の革命家による厳格な党組織
02段階連続革命論(功レジョワ民主主義革命か
ら連続して一気に社会主義革命を通戎する)

01918年,ロシア共産党に改称
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(「少数派」)
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●西欧型の大衆的な党組織

0まず功レジョワ民主主義革命を通戎。その後に

条件を整備しながら徐々に社会主義化を図る
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ロソ連の経済政策 赤字:鶴者
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●反革命による内戦と対ソ干渉戦争への対抗
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[奮謹場日皇斯な見今騒i19蕎端1食糧配給制]
― 内戦の勝利

労働意欲の減退による生産力の低下

●戦時共産主義で低下した生産力の回復 (レーニン
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小ブルジョワジー(ク ラーク・ネップマン)の
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●社会主義経済の建設(基幹産業部門の育成)
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― 農業国から工業国への転1奥

重工業に対する軽工業・農業生産のアンバランス

(1933～ 37)

●社会主義社会の実現(国民生活の向上)(スターリン)

[軽工業も振興 消費財の増産 資本家階級の一掃]
―農業の集団化完成

国際的地位向上(―→1934国際連盟加入)

ロロシア革命の影響
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1924労働党内閣成立
1926ゼネスト決行
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1924エリオ左派
連合内閣成立
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(『近代国際経済要覧J東京大学出版会)

0コルホーズ(集団農場)スターリンは第
1次五か年計画の重点である工業化の前提として,

穀物生産の増大を図つた。強引な農業の集団化を

展開し富農や反抗する農民を激しく弾圧した。
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1917ロ シア革命
1919コ ミンテルン結成
(第 3インターナショナル)

1922ソ 連成立

○レーニン

(1870～ 1924)

○トロツキー

(1879～ 1940)

スターリン時代のソ連経済は確実に発展し,社会

主義国家ソ連の国際的地位向上と合わせて,後の独

ソ戦(1941～ 45)に耐えうる国力を蓄えることになる。

しかし,その陰で「大粛清」と呼ばれる一連の政敵打

任Jを進めており,反革命分子 スパイとして処刑さ
れた共産党員の数は100万人にのぼった。レーニン

はスターリンのこのような一面を早くから見抜いて

いたといわれる。
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第一次世界大戦後,国際的ill立状態
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1918ドイツ共産党結成
ドイツ革命

1919ス パルタクス団の暴動

1919ノ ンヽガリー革命
ハンガリー =ソヴィエト共和国成立

1920北イタリアのストライキ
1921イ タリア共産党結成
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1925五 三〇事件

1925ヴ ェトナム青年革命同志会
結成

1930イ ンドシナ共産党結成(香港)
1920インドネシア

共産党結成

ネップ(新経済政策)

収容所などに

拘禁された人
約900万人

(野々村―雄『ロシア ソヴィエト体制

「コルホーズは農民を助ける」
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